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研究成果の概要（和文）：本調査では2016-2018年の期間では、現在のロシア連邦のハカス共和国に残存するク
ルグズ可汗国の古代テュルク語で書かれた銘文や関係するタムガ、そして同時代の岩絵などについて、現地の研
究者と共同で表面調査を実施した。実施場所としてはハカス共和国の首都アバカン市から南西のアスキス地区、
イェニセイ河中流域のトゥバ川下流のスハニカ山やトゥラン山、さらにイェニセイ河中流左岸にあるテプセイ
山、そしてアバカン川に流れ注ぐウイバート川周辺の草原、キュン・タグ山の城砦である。これらの調査成果と
しては、新たな銘文の解読成果や従来の解読を訂正すべきものについては、国際学会で報告している。

研究成果の概要（英文）：In our international Joint epigraphical expedition between Japan and Russia,
 we investigated the old Turkic inscriptions, signs(tamga)and rock arts under the rule of Old 
Kirghiz Khaganate in the Askis, Sukhanik, Tepsei, Turan regions along the middle Yenisei Basin and 
the Uibat region near Abakn city, and the castle of the Kuntag Mountain along the Abakan River in 
the republic of Khakassia, Russian Federation　during the period from 2016 to 2018. As the result of
 this project, I could find several new inscriptions, tamgas and rock arts and published preliminary
 papers in some academical international conferences.    

研究分野：中央ユーラシア史
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は中央ユーラシア史上、中央アジアのテュルク語化現象を引き起こしたイェニセイ・クルグズ族によるモ
ンゴル高原への侵入とそれに伴う東ウイグル可汗国の崩壊という大事件に関わる歴史的背景を探るための一助と
して、現地の研究機関・研究者との実地調査を通して、10世紀前後のクルグズ族の古代碑文・遺跡・タムガや岩
絵などを新たに収集したことは今後の当該研究テーマに取り組むための研究基盤を確立する上で、重要な意義を
有する成果といえる。また本研究成果は、当時のクルグズ部族自身の目からみた彼らの文化や社会の特質を考察
するための資料を新たに獲得したという意味で、重要な意義をもつものと考えられる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
本科研の代表者である大澤孝は、1996年以降、今日まで文部省の科学研究費や民間団体の助成
金を得て、モンゴル高原のほか、現在のロシア連邦のハカス共和国、トゥバ共和国、アルタイ
共和国などの南シベリア草原、中国新疆、カザフスタン北部やクルグズスタン共和国などの中
央アジアのテュルク系諸国の草原地帯で現地研究者と共同で実地調査を行ってきた。 
その中でも本科研に関わる古代テュルク語資料に関わる調査としては、1996から 1998年に
モンゴル西部から中央部における古代テュルク･ウイグル時代の碑文遺跡に関わる表面調査に
研究分担者として参加したことが挙げられる。また 2006から 2008年まで研究分担者としてモ
ンゴル西方の碑文・遺跡調査に参加したこと、さらには 2014年から 2018年まで研究分担者と
して、モンゴル東部における古代テュルク時代の碑文・遺跡の発掘に関わる現地調査が挙げら
れる。 
特に本研究と密接な関係を持つロシア連邦の南シベリア地域、即ちトゥバ共和国、ハカス共
和国、アルタイ共和国においては、2002年以降、古代テュルク、ウイグル、イェニセイ・クル
グズ可汗国に関わる古代テュルク語の碑文や岩壁銘文、そして関連する岩絵や埋葬･追悼遺跡の
表面調査を現地の研究機関・研究者と共同で実施してきている。 
中央ユーラシア史上、中央アジア方面へのテュルク語現象を引き起こしたという意味で極め
て重要な事件と見なし得る 9 世紀中葉のモンゴル高原の東ウイグル可汗国の崩壊とイェニセ
イ・クルグズ族のモンゴル高原への進出に関しては、これまで研究者の大部分は『新唐書』ウ
イグル伝や『新唐書』クルグズ伝に記された記述をもとに事実経過のみが記述されてきた。 
しかしその一方で、何ゆえにクルグズ族がモンゴル高原に進出しようとしたのか、その目的
についてはウイグル国内の混乱に乗じてとしか説明されず、クルグズ族自身の立場からその原
因を探ろうという研究姿勢ははなはだ希薄といわざるを得ない状況にあった。 
そうした中で、本研究は従来の文献史料から考察されてきたイェニセイ・クルグズ族のモン
ゴル高原への南進理由を、クルグズ族に関わる碑文や考古資料の調査に加えて、遊牧民と定住
民の関係性という新たな視点から資料分析を行い、クルグズ族の歴史文化の特性を再考するこ
とを目的に構築された。    

 
 
２．研究の目的 
上述の如く、従来の本課題研究に関する研究は、主にモンゴル高原の東ウイグル可汗国内部
の勢力争いの結果、惹起されたものであり、その原因はもっぱらウイグル側にあるとされて来
た感は否めない。しかし、大澤は、クルグズ族の南方への進出をクルグズ可汗国内部の事情に
こそ存在する可能性があるのではないかと想定し、その原因をクルグズ族に関係する現地語資
料から分析・研究すべきとの観点から、当時クルグズ内部における定住要素のひとつである城
址建設や定住遺跡と結び付けて、本研究に着手しようと考えた。 
イェニセイ河中流域沿岸付近の山々には、かつてクルグズ族の本拠が置かれていたアバカン
やミニシンスクやその周辺の草原地帯には、急峻な山稜をあたかも砦という形で建設し自陣の
防御壁として利用したとおぼしき山城が散見される。しかしこれらの機能や歴史的意義の関す
る調査研究に関しては、管見の限りでは、不十分といわざるを得ない。 
大澤はこれらの城塞の構造についての実地調査を通して観察することだけでも当時のクルグ
ズ族にとって城砦がいかなる意味合いを有していたかを考察するための有効な方法と考えた。 
 また当時のイェニセイ河上・中流域を支配したクルグズ可汗国の興隆の背景には、既に紀元
前の青銅器時代後期以降から存在した鉄器文化の存在や、それを継承した古代テュルク系遊牧
民の中に存在した定住文化がかなり重要な働きをした可能性があると考えられるので、こうし
た遺跡や文化遺跡についても、クルグズ遊牧文化の特質を明らかにしたいというのが今回の研
究目的であった。 
 
３．研究の方法 
本研究では，研究対象地域がロシア連邦のハカス共和国のイェニセイ河中流域の草原地帯であ
ることもあり、外国人が単独で現地調査することは許されておらず、どうしても現地研究機関
との共同調査が前提条件となる。大澤はまずハカス言語歴史文学研究所を訪れ、共同調査を実
施するため 5年間の学術協定を同機関の所長と締結し、調査の際の体制、調査の具体的な方法
や今後の調査成果発表について協議し、研究調査に着手する体制を整えた。 
 これまで大澤はハカス共和国中でも、比較的アプローチが容易なハカス南部のアバカン、ア
スキス、ミヌシンスク地方の青銅器時代から中世初期における埋葬遺跡や岸壁銘文の実地調査
に重点をおいてきた。しかし今回は、今回はハカス北部のカラ・ユス地区やウルジー地区にも
足を伸ばして、イェニセイ河中流に位置するクルグズ可汗国に関わる土城遺址の機能や歴史的
意義について調査・分析を行い、クルグズ可汗国の中の定住文化の意味を考察しようと考えた。
それに関連して、キズラソフなどロシア人考古学者は西暦 9世紀以降、クルグズ可汗国には南
方や西方からマニ教が受容されたとして、関係碑文や遺跡をそのような視点から分析してきて
いるが、果たして当該地区に現存する遺跡や碑文などからこのことが裏付けられるのかという
点に焦点を絞って、調査・分析を進めることとした。これと同時に調査の中でしばしば遭遇す
る「南イェニセイ文字」と呼ばれる新種のルーン文字を含むイェニセイ・ルーン文字銘文の成



立背景や作成過程についても、クルグズ可汗国内部の定住文化からの影響という視点から考察
が可能ではないかと考え、この方向から現存する古代テュルク語碑文、関係遺跡や遺物の分析
を行うことを目的とした。。 
 また本調査を遂行するにあたっては、ロシア連邦ハカス共和国のハカス言語歴史文学研究所
の考古学者と共同調査をおこないつつ、収集した資料の中で碑文や銘文などの文献学的史料に
関しては大澤が解読を担当し、また考古遺跡や遺物など考古史料に関しては現地の考古研究者
が分析調査するという形で役割分担を明確にしつつ、研究を進めて行った。しかし良くあるこ
とではあるが、当時の調査地の天候は極めて変わりやすく、路面が柔らかくて、車も入ること
ができないこともままあり、予定通りに調査を実施できないこともあったことを銘記しなけれ
ばならない。 
 
４．研究成果 
（１）本研究を通して、少なからず、未報告の銘文が存在していることが明らかになった。そ
の中でもアスキスのウイタグ山付近で発見された大型の碑文は、クルグズ可汗国に使える戦士
である主人公が 19 歳のときに、モンゴル高原を経て、当時の唐北辺で、河西方面へ進出しつつ
あったタングート族と戦火を交えて、相手を殺傷したことを伝え、クルグズ可汗国のモンゴル
高原への進入過程を考える上で重要な情報を持っているとみなすことが出来る。 
（２）上記のような重要な歴史情報は含まないが、現地の人々の山や岩への信仰を伝える新た
な銘文の存在も、本調査によって明らかになった点は大きい。これらは主に自然物に霊魂が宿
るアニミズム的な信仰に属するものであり、ロシアの考古学者が主張するように彼らクルグズ
人がマニ教を崇拝していたことを積極的に証明するものではないということがわかる。もちろ
ん、この点については考古遺物や遺跡についても再検討を要する。 
（３）本研究調査で再調査したトゥラン第 3碑文には、これまで未解明である南イェニセイ文
字が含まれており、その内容は不明であった。大澤は試みとして新たな読みの転写を示し、本
碑文を解読した。この成果は今後の南イェニセイ文字を含む碑文解読において、重要な一歩と
いえるかもしれないと考える。 
（４）ハカス北部のタガール時代の遺蹟から、少なからずクルグズ族特有の二重の半円系形の
タムガを発見し、またそのひとつの立石からは、中世時代の岩絵と共にイェニセイ・クルグズ
可汗国の高官であるイルキンの名前を含む古代テュルク語銘文を発見した。これについても国
際学会で報告発表した。 
（５）ハカス北部のイェニセイ河中流域にあるウルジート地区では、急峻な山の側壁に少なか
らずイェニセイ･クリグズのタムガや岩絵を調査することができた。これまでの調査研究が手薄
な地域で、少なからずタムガや岩絵などの資料を発見できたことは、今後のハカス北部におけ
るクルグズ族の活動の足跡を辿る上で、重要な一歩となると考えられよう。 
（６）しかしながら、定住要素としてのクルグズ可汗国内部の城砦調査に関しては、調査日を
通して、天候が不順で風雨が強く、足場が悪いために十分な調査が出来なかったので、今後の
課題としたい。しかし一部のキュンタグ山の城砦およびそこに刻まれた銘文を調査できた点は、
要塞の機能を考察するための重要な足がかりになると考えられる。 
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